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Abstract: One of the most important factors for winning football matches is to score goals. At the field level, 
one important attack strategy is to use the gap between the opposing defender (DF) and midfielder (MF) (DF-
MF gap). An attack strategy using the DF-MF gap is one of the challenges of Japanese football, but little research 
on this strategy has been done and its effectiveness is currently unknown. In the present study, therefore, using 
notational game performance analysis, we aimed to clarify the effectiveness of attacks using the DF-MF gap, and 
the characteristics of this strategy in the J League (JL) and the German Bundesliga (BL). The sample consisted 
of a total of 20 games: 10 in the JL (2015 season) and 10 in the BL (2015/2016 season). For statistical analysis, 
independent t test and chi-squared tests were conducted. In both the JL and BL, it was observed that for attacks 
using the DF-MF gap, the frequencies of shots, penalty area intrusions, and scoring were higher than for side 
attacks, suggesting that attacks using the DF-MF gap were more effective. Furthermore, a lower ratio of attacks 
using the DF-MF gap was observed in the JL than in the BL. Also, the success rate of play in the DF-MF gap 
and the occurrence rate of play in a “forward” direction was significantly lower for the JL than for the BL. These 
observations suggest that the difference between the JL and BL lies in the frequency of attacks using the DF-MF 
gap and in play within it. One of the challenges for the JL is to increase the frequency of play that carries the ball 
forward into the DF-MF gap without losing possession, in order to increase the occurrence rate of play in that area, 
and eventually the success rate of attacks using the DF-MF gap.
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機会を増やすこと（Rees et al., 2010）や勝利チー
ムは敗北チームと比較して PA 内への侵入回数が





と出場 32 チームの中で 3 位であったが，全攻撃





























































































2015/2016 シーズン 10 試合と日本におけるサッカ
ーのトップリーグである明治安田生命 J1 リーグ





















































1.FC ケルン  vs  ハンブルガー SV 2-1 224 44.6 6.3 21.4 1.34 
1.FSV マインツ 05  vs  ハノーファー 96 3-0 201 44.8 10.9 13.6 1.49 
FC バイエルン ･ ミュンヘン  vs  バイヤー・レバークーゼン 3-0 208 46.2 9.1 15.8 1.44 
ボルシア ･ ドルトムント  vs  ヘルタ・ベルリン 3-1 205 47.8 7.8 25.0 1.95 
アイントラハト・フランクフルト  vs  1.FC ケルン 6-2 225 43.6 9.8 36.4 3.56 
1.FSV マインツ 05  vs  1899 ホッフェンハイム 3-1 242 45.9 8.3 20.0 1.65 
SV ダルムシュタット 98  vs  FC バイエルン ･ ミュンヘン 0-3 176 53.4 10.2 16.7 1.70 
1.FC ケルン  vs  FC シャルケ 04 1-3 215 50.2 11.2 16.7 1.86 
VfL ウォルフスブルク  vs  ボルシア・メンヘングラートバッハ 2-1 221 50.2 9.0 15.0 1.36 
FC インゴルシュタット 04  vs  ボルシア・ドルトムント 0-4 198 48.0 8.1 25.0 2.02 
明治安田生命 2015J1 リーグ
鹿島アントラーズ  vs  ベガルタ仙台 3-2 260 40.4 8.8 21.7 1.92 
鹿島アントラーズ  vs  ガンバ大阪 1-2 267 43.8 6.7 16.7 1.12 
ヴァンフォーレ甲府  vs  川崎フロンターレ 1-3 210 48.1 7.1 26.7 1.90 
サンフレッチェ広島  vs  サガン鳥栖 0-0 198 50.0 10.1 0.0 0.00 
清水エスパルス  vs  浦和レッズ 1-4 247 47.0 10.5 19.2 2.02 
湘南ベルマーレ  vs  横浜 F・マリノス 1-1 262 45.0 8.4 9.1 0.76 
アルビレックス新潟  vs  川崎フロンターレ 1-2 235 45.5 5.5 23.1 1.28 
サンフレッチェ広島  vs  FC 東京 0-1 210 48.6 8.6 5.6 0.48 
松本山雅 FC  vs  ガンバ大阪 1-1 178 56.2 12.4 9.1 1.12 







引き，そこから 6 m 以内に最後方の守備者を含め
て 3 人以上選手がいる場合を「守備組織が形成さ
れている場合」とした．これは，「カバーをする
理想的な距離は 4 ～ 6 m」（ヒューズ，1996）と
いう記述と，現代サッカーのフォーメーションに




から 6 m 以内にいる選手を DF とする．6 m 以内
にいない守備者の中で DF 最終ラインと最も距離
が近い選手を MF 最終ラインの基準とする．DF
最終ラインと MF 最終ライン，PA の幅で囲まれ




引き，そこから 6 m 以内に最後方の守備者を含め
て 2 人以下しか選手がいない場合を「守備組織が
形成されていない場合」とした．
DF-MF 間：最後方の守備者を DF 最終ライン
とし，そこから距離が近い（最後方の守備者を 1
人目と数えて）3 人目までを DF とする．最後方
の守備者を 1 人目として，その選手から距離が近
い 4 人目を MF 最終ラインの基準とする．DF 最
終ラインと MF 最終ライン，PA の幅で囲まれた
スペースを DF-MF 間とする（図 3）．
3．	測定項目
測定項目の設定にはまず，先行研究（平嶋ほか，































































以外の方法で DF-MF 間に侵入した場合． 





攻撃方向に移動していた場合は（1）｢ 前方 ｣ とし，
基準線上にあった場合は（2）｢ 平行 ｣ とし，守





























分析記録の κ 係数は，表 2 に示すように全ての

























ついて χ² 検定を行った（図 5・6）．JL において
は，シュート・得点・PA 内侵入に有意な差がみ
ら れ（χ2 ＝ 86.856，df ＝ 2，p<.01；χ2 ＝ 9.184，




有意な差がみられ（χ2 ＝ 93.808，df ＝ 2，p<.01；








3.	 JL と BL における攻撃様相の比較
3.1	 標本の基本的特徴
表 3 に，標本とした試合の基本的特徴（JL・













て BL が JL よりも有意に高く，「サイド攻撃」に
おいて JL が BL よりも有意に高いことが認めら
れた．「その他」においては有意な差は認められ
なかった（χ2 ＝ 10.662，df ＝ 2，p<.05）． 
図 5	 JL における攻撃種類と得点機会に関する項目の
クロス集計





生起率を JL と BL で比較するために χ² 検定を行
った（図 7）．全ての項目において BL と JL とで
有意差は認められなかった（χ2 ＝ .060，df ＝ 1，
p ＝ .806；χ2 ＝ 2.135，df ＝ 1，p ＝ .144；χ2 ＝







て BL が JL よりも有意に高く，「後方」におい
て JL が BL よりも有意に高いことが認められた
（χ2 ＝ 10.044，df ＝ 2，p<.01）．プレー成功率は
表 3　標本の基本的特徴
JL（n=10） BL（n=10）
　 M SD MIN MAX M SD MIN MAX
攻撃回数 233.1 31.9 178 267 211.5  18.2 176 242
シュート 19.1 4.3 13 26 19.1 3.1 14 24
得点 2.6 1.7 0 5 3.9 1.5 3 8
侵入攻撃率 (%) 46.4  4.9 39.4 56.2 47.5  2.8 43.6 53.4
シュート率 (%) 8.3 2.3 5.3 12.4 9.1 1.5 6.3 11.2
シュート成功率 (%) 13.8 8.8 0.0 26.7 20.5 6.9 13.6 36.4
攻撃成功率 (%) 1.1  0.7 0.0 2.0 1.9 0.7 1.3 3.6
攻撃種類
　DF-MF 間 28.5 5.7 21 42 32.7 5.5 24 43
　サイド攻撃 63.3 8.7 51 81 56.2 4.4 48 64
　その他 15.1 4.2 10 22 11.2 2.1 8 15
PA 内侵入 22.8 4.6 14 29 23.0 3.3 18 27
シュート位置
　　C3 8.1 2.5 5 12 6.7 2.5 2 10
　　PA 11.2 5.6 6 22 11.6 2.6 7 15
侵入方法（DF-MF 間）
　パス 29.5 5.7 22 42 30.7 5.6 23 43
　ドリブル 2.7 0.9 1 4 3.7 2.1 0 6
　その他 1.2 1.4 0 4 1.5 1.3 0 3
プレー方向
　前方 23.0 6.0 15 36 28.5 5.2 23 41
　平行 2.0 1.5 0 5 1.4 1.6 0 4




M SD MIN MAX M SD MIN MAX t 値 有意差
攻撃回数 233.1 31.9 178 267 211.5  18.2 176 242 -1.857
得点 2.6 1.7 0 5 3.9 1.5 3 8 1.793
侵入攻撃率 (%) 46.4  4.9 39.4 56.2 47.5  2.8 43.6 53.4 .612
シュート率 (%) 8.3 2.3 5.3 12.4 9.1 1.5 6.3 11.2 .849
シュート成功率 (%) 13.8 8.8 0.0 26.7 20.5 6.9 13.6 36.4 1.905
攻撃成功率 (%) 1.1  0.7 0.0 2.0 1.9 0.7 1.3 3.6 2.438 *
*p<.05
793サッカーにおける DF-MF間を利用した攻撃に関する研究
BL が JL よりも有意に高いことが認められた（χ2
＝ 9.090，df ＝ 2，p<.05）．プレー方向別成功率
は「前方」において BL が JL よりも有意に高い
ことが認められ，「平行」，「後方」においては有
意な差は認められなかった（χ2 ＝ 10.757，df ＝
1，p<.01；χ2 ＝ 1.869，df ＝ 1，p ＝ .172；χ2 ＝
3.743，df ＝ 1，p ＝ .053）．侵入方法においては











図 7　JL と BL 間における攻撃種類と得点機会に関する項目の生起率の比較
図 8　DF－MF 間でのプレーに関する項目の生起率と成功率
794 鈴木ほか
った．JL では，「DF-MF 間」は ｢ サイド攻撃 ｣ と
比較してシュート・得点・PA 内侵入の割合が有
意に高かった（図 5）．BL では，シュートの割合
において「DF-MF 間」が ｢ サイド攻撃 ｣・「その他」
よりも有意に高く，得点・PA 内侵入の割合にお
いて「DF-MF 間」が ｢ サイド攻撃 ｣ よりも有意
に高かった（図 6）．サッカーにおいて得点は勝
敗を規定し，シュート数を増やすことは勝利の可
能性を高める（Lago et al., 2011）．また，サッカ
ーにおける得点の 70％以上は PA 内からのシュー
トによって生起しており（Michailidis et al., 2013；
Njororai, 2013；徳田ほか，2001），PA 内への侵入
を増やすことは得点機会や勝利に繋がることが報










次に，JL と BL における攻撃様相の比較を行っ
た．攻撃回数，侵入攻撃率，シュート率，シュー
ト成功率においては JL と BL とで有意な差は認






いる．本研究における JL と BL の比較でも同様
の結果が示され，JL と BL の攻撃力と守備力の
バランスが大きく変わらないが示唆された．さら






















た，JL の攻撃成功率は 1.1%，BL の攻撃成功率
は 1.9% であり，JL は 100 回の攻撃で 1.1 点，BL
は 1.9 点あげていたことになる．このことから，
BL は JL と比較して攻撃を効率的に得点に繋げて
いると推察される．サッカーは，他の競技と比較
して得点は希少なもので 1 点の価値が高いとされ
ている（Anderson and Sally, 2013）．そのため，攻





が BL より有意に低く，「その他」において JL が
BL より有意に高かった（図 7）．このことから，









「前方」の生起率は JL が BL より有意に低く，「後
方」では JL が BL より有意に高かった（図 8）．
795サッカーにおける DF-MF間を利用した攻撃に関する研究











ると考えられる．しかし，JL は DF-MF 間での前
方へのプレーが少なく，前述の現代サッカーに求
められる攻撃プレーが多くできていない可能性が
ある．さらに，JL は BL と比較して DF-MF 間で
のプレー成功率が有意に低く，プレー方向別成功
率では「前方」・「後方」において有意に低かった










































2．攻撃成功率は JL が BL より有意に低いこと
が認められた．これは，攻撃成功率がサイド攻撃
よりも有意に高い DF-MF 間を利用した攻撃の生
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